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凡例等

1.　令和４年度に市内小中学校 36 校に連絡を取り、「コミュニティルーム」を対象に学
校、及び学校支援ボランティアの皆さんにインタビューを実施し、取りまとめたも
のです。
新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響を受け、活動が停止または縮小を余儀
なくされている現状を踏まえ、学校の諸事情により内容に差異がありますが、原則
としてその影響がみられなかった過去、及び、影響が収まった場合の抱負も合わせ
て取材しました。

2.　この冊子の主な目的は以下の通りです。
・広報誌として「コミュニティルーム」の特集を組み、広く市民や学校関係者に対し、
  この活動の意義を周知するとともに、未設置の学校において参考にすること。
・「コミュニティルーム」に取り組む学校においてボランティア活動の更なる活性化
  につなげること。

3.　この冊子では学校支援ボランティアの皆さんが校内で集まる部屋を「コミュニティ
ルーム」と呼んでいます。学校によっては適切なスペースが確保できない、新型コ
ロナウィルス感染症拡大の影響を受けている等、諸事情があるなかで令和４年度現
在、以下の 8 校に設置されています。( 小学校６校、中学校２校 )

4.　コミュニティルーム設置校のインタビュー内容
　　以下の①～⑤を設問項目としました。

学校 「コミュニティルーム」名称

A 北小学校 北小コミュニティ・ルーム

B 第三中学校 地域連携室

C 神科小学校 おたすけっ十
と

ルーム

D 豊殿小学校 ガンバルーム

E 第六中学校 （学習支援地域）ボランティアルーム

F 丸子中央小学校 丸子中央小学校 まるっこ応援隊コミュニティルーム

G 長小学校 郷土資料室

H 本原小学校 本原小学校コミュニティルーム（仮称）

❶コミュニティルーム名称　　　　　❷設置時期　　　　　❸設置経緯・設置場所
❹利用実態　　　　　　　　　　　　❺今後の抱負
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❶コミュニティルーム名称　　❷設置時期　　❸設置経緯・設置場所　　❹利用実態　　❺今後の抱負

A

B

北小学校：（所在地）〒 386-0011 長野県上田市中央北 3-1-52

第三中学校：（所在地）〒 386-0011 長野県上田市中央北 3-3-62

❶ 北小 コミュニティ・ルーム

❷ 2021 年４月

❸ 2016 年度に地域ボランティアが「北小学校応援団」として組織化されていたが、かねてよ
り拠点となるコミュニティ・ルームが切望されていた。使用頻度が少なくなっていた「第二
理科室」を片付けてコミュニティ・ルームとした。

❹ 「北小学校応援団」の居場所とし、その活動があるときは自由に使用できるように設定して
いる。主に待機場所、休憩場所、打ち合わせ等に利用されている。

❺ 日常的に２時間目と３時間目の間の休み時間等に利用できるようにしたい。

❶ 地域連携室

❷ 2017 年４月

❸ 学習支援の打ち合わせ等を当初は校長室で実施していた。新校舎移転時に空き部屋ができて
設置された（その後、2020 年４月に移転し現在の場所になっている）。

❹ 新 JIGAKU（朝の自主学習）」の提出答案の添削 、大学生による学習支援の控室、「スイッチ
（放課後学習）」での活用、「三中サポーターズ（“ちょこっと学校支援”のボランティアに事
前登録されたメンバー）」が随時利用している。

❺ 生徒とボランティアのふれあう時間、ボラン
ティア同志の交流の時間を増やしたい。

室内（「新 JIGAKU」提出答案の添削）

室内（北小学校応援団交流の場） 室内（北小学校応援団の交流の場）
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❶コミュニティルーム名称　　❷設置時期　　❸設置経緯・設置場所　　❹利用実態　　❺今後の抱負

C 神科小学校：（所在地）〒 386-0002 長野県上田市住吉 386-1

❶ おたすけっ十
と

ルーム

❷ 2014 年４月

❸ 2012 年に開始した上野が丘公民館主催の「夏休み上野が丘わいわい塾」に参加した地域住
民の想いと神科小学校の願いが一致して、学校支援ボランティア「おたすけっ十有志隊」が
発足した。それに合わせて空き室（物置場）を片付けて、地域の大人たちのたまり場として
コミュニティルームも設置された。

❹ 登校日は毎日、２時間目と３時間目の間の休み時間「ゆうゆうタイム」（10：20 ～ 10：40）
において、室内と隣接する空きテラスを利用して子どもたちの遊びの支援をしている。主な
遊びは「折り紙」「お手玉」「コマ回し」「竹馬」「けん玉」「カルタ取り」等の昔遊びに加え、

「テニポン」、すなわち、テニスとピンポンを一緒にしたようなオリジナルゲームが不動の人
気を誇っている。子どもたちと大人のふれ合いの場、大人の交流の場となっている。部屋に
は顔写真付きのボランティア（隊員）の紹介や、学校からの依頼文とそのボランティア対応者、
月間・年間スケジュールも掲示されている。

❺ コロナ禍以前のように、今後は学校と地域と情報共有を深めるとともに、新しいメンバーを
増やし、企画の充実を図りたい。

室内（月次予定表・年間予定掲示）

室内（「ゆうゆうタイム」）

室内（掲示板）

屋外南側（「ゆうゆうタイム」、テニポン）
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❶コミュニティルーム名称　　❷設置時期　　❸設置経緯・設置場所　　❹利用実態　　❺今後の抱負

D

E

豊殿小学校：（所在地）〒 386-0151 長野県上田市芳田 968-1

第六中学校：（所在地）〒 386-1106 長野県上田市小泉 21-1

❶ ガンバルーム

❷ 2014 年 6 月

❸ 県外のコミュニティ・スクール先進校の視察研修を契機に、地域住民と学校が連携し、これ
まで学校支援を実施してきた幾つかの活動団体を統合する形で「ガンバ応援団」が発足した。
休み時間に子どもたちと遊びを通じてふれあう場として、１学年室の半分のスペースを利用
して「ガンバルーム」が設置された。

❹ 新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響を受け、ガンバルームも一時閉鎖されていたが、
2023 年２月に限定的ながら再開された。

❺ コロナ禍以前は月・水・金曜日の２時間目と３時間目の間の休み時間（10：25～10：45）に
利用していたことから、まずは同様の水準に戻したい。

❶ （学習支援地域）ボランティアルーム

❷ 2014 年 10 月

❸ 1 学年数学の授業サポートをしている学習支援ボランティアの控室として、研究室の一角を
仕切って設置した（当初は英語研究室、現在は数学研究室）。部屋には授業予定表が貼り出
され、その表に記入し学習支援をエントリーする。また、教職員やボランティア同志の交流
の場となっている。

❹ 2019 年度までは学習支援ボランティアが 10
数名ほどが活動していたが、コロナ禍の影響
を受けて現在は５名程度にとどまっている。

❺ かつて活動していた 10 数名程度まで学習支
援ボランティアを増やしたい。

室内（控室・ボランティア交流の場）

室内（休み時間） 室内（休み時間）

5



❶コミュニティルーム名称　　❷設置時期　　❸設置経緯・設置場所　　❹利用実態　　❺今後の抱負

F 丸子中央小学校：（所在地）〒 386-0404 長野県上田市上丸子 824

❶ 丸子中央小学校 まるっこ応援隊コミュニティルーム

❷ 2019 年 5 月

❸ 学校には１年生の空き教室に３分の１ほどのスペースのボランティアルームがあったが、　　
利用はそれほど多くなかった。その後、当時の教頭先生が、新規に希望して集まったボラン
ティアを含め「まるっこ応援隊」として組織化し、それに合わせて部屋も拡張して「コミュ
ニティルーム」に改称して設置され、活動が本格化した。
１学年棟にある空き教室１クラス分を利用している。１学年の教室に隣接しているため、子
どもたちが来やすく、また、職員室も近いため先生方とも交流しやすい。

❹ 毎週月・木曜日の２時間目の休み時間（10：25～10：50）に、子どもたちと地域の人がいろ
いろな遊びを通して会話したり交流したりして楽しむ憩いの場となっている。
室内ではブンブンゴマ、塗り絵、ぺーバー
フラワー、ゲーム、手作りボウリング等を、
室外のテラスでは長縄跳び、テニポン（※
神科小学校の内容を参照）、ボール遊び等
をしている。

❺ 新型コロナウイルス感染症の感染が沈静化
したら年間を通して子どもたちとの交流を
増やし、ニーズを聞いて遊びの種類も広げ
ていきたい。

室外（休み時間、ケンケンパ）

室内（休み時間、ぬり絵）

廊下側（休み時間、手作りボウリング）

室内（休み時間、ブンブンゴマ作り）

廊下側（掲示）
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❶コミュニティルーム名称　　❷設置時期　　❸設置経緯・設置場所　　❹利用実態　　❺今後の抱負

室内（北面） 室内（南面）

G

H

長小学校：（所在地）〒 386-2201 長野県上田市真田町長 4200 番地 3

本原小学校（所在地）〒 386-2202 長野県上田市真田町本原 2175 番地 1

❶ （郷土）資料室

❷ 2019 年 4 月

❸ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中でも、学校支援としてできることから始めたいと
して、地域コーデイネーターが中心となり、資料室を片付け、郷土資料室兼コミュニティルー
ムとして設置された。

❹ 以前に県立歴史館に勤務されていた方に学術
的な支援をいただき、資料室にある標本等を
整理してネームプレートと解説を作り、個別
学習室としても利用できるようにしている。
また、ボランティアが集まるスペースを確保
して交流の場としている。

❺ 新型コロナウイルス感染症の感染沈静化の折
には、展示を子どもたちや地域の皆さんに広
く見てもらい、併せて交流を深めていきたい。

❶ 本原小学校コミュニティルーム（仮称）

❷ 2022 年度中（環境整備・準備・試験的活用）2023 年４月本格利用（予定）

❸ 2 階のパソコン室が会議室になったことで、これまでの会議室をコミュニティルームに置き
換えた。学習支援ボランティアや子どもたちとの交流を深めるとともに、学生ボランティア、
PTA 等においても有効活用していく。パーティションで仕切られ、北面は比較的大きな会議・
交流用に、南面は事務作業や、打ち合わせができるようになっている。

❹ 学校運営委員会、地域や PTA、保護者との会議、懇談、打ち合わせ等に利用している。コピー
機やパソコン（オフライン）、プリンター、大型テレビ、ピアノ等も設置されている。

❺ 新型コロナウイルス感染症の感染が沈静化した折には、学習ボランティア、地域ボランティア、
地域講師等を対象に打ち合わせや学習する場、交流する場、控室として積極的な利用を図り
たい。また、PTAを含めた地域の方々、子どもたち、学校職員等の相互交流も深めていきたい。

室内（本格利用に向けて準備中）
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学校支援ボランティアについて

代表的な事例代表的な事例
❶

学習支援

授業サポート（教科学習：数学、家庭科、音楽等）

授業サポート（テスト・宿題等の○付けボランティア）

❷ 総合的な学習（農作業体験、ふるさと学習等）

❸ 放課後学習支援

❹ 登下校の見守り 「見守り隊」（安全確保と子どもたちとのふれあい）

❺ 環境整備 花壇づくり・校内樹木の剪定等

❻ 読み聞かせ 校内で絵本、紙芝居、放送などで実施

❼ クラブ：部活動指導 運動・文化活動の講師

校内活動支援 給食配膳補助、お掃除指導、消毒作業等

❽❾ 学校行事補助 運動会補助・遠足同行等
それぞれの学校の方針によりボランティア活動の実施内容は異なります。

上田市教育委員会　生涯学習・文化財課
TEL：0268-23-6370　FAX：0268-23-6368

[ 令和 4 年度発行 ]

お問い
合わせ

 学校支援ボランティア（各公民館のサポート体制）
小中学校 担当 連絡先

清明小学校、北小学校、第二中学校 生涯学習・文化財課 23－6370
東小学校、神川、第一中学校 中央公民館 22－0760
西小学校、塩尻小学校、第三中学校 西部公民館 27－7544
城下小学校、川辺小学校、南小学校、第四中学校 城南公民館 27－7618
神科小学校、豊殿小学校、第五中学校 上野が丘公民館 24－0659
東塩田小学校、中塩田小学校、塩田西小学校、塩田中学校 塩田公民館 38－6883
浦里小学校、川西小学校、第六中学校 川西公民館 22－5004

丸子中央小学校、西内小学校、丸子北小学校、塩川小学校
丸子中学校、丸子北中学校 丸子公民館 42－3147

長小学校、傍陽小学校、本原小学校、菅平小学校
真田中学校、菅平中学校 真田中央公民館 72－2655

武石小学校、依田窪南部中学校 武石公民館 85－2030
（全般） 生涯学習・文化財課 23－6370
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